










研究目的 

 妊娠中および分娩時における児の状態と FHRパターンの関係は現在かなり明確になり臨

床に広く利用されている。しかし,新生児殊に分娩直後の心拍数変化については,まだ不明

な点が多く,児が母体外へ出る瞬間,急激な環境の変化,児体内の循環系の変化に順応して

いく過程は,胎児,新生児生理を明らかにしていく上で,極めて興味深い。出生時はノイズの

混入が多く,特に蘇生術を必要とするような新生児の場合,連続的な心拍モニタリングは困

難であった。そこで児頭電極の装着法を工夫し,出生時も含め,その前後を連続的にモニタ

リングし,分娩という急激な環境,児体内の循環系の変化に対し,Neonatal Heart Rate(NHR)

パターンがどのように変化し,これが児の予後とどのように相関するか検討した。 


